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特集
　

本
稿
で
は
、
中
華
民
国
（
以
下
、
台
湾
）

の
主
要
年
中
行
事
と
家
族
の
関
わ
り
に
つ

い
て
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
筆
を
と
り
た

い
と
思
う
。

　

第
一
〇
頁
の
表
で
示
し
た
よ
う
に
、
台

湾
の
行
事
は
新
暦
で
行
わ
れ
る
も
の
と
旧

暦
で
行
わ
れ
る
も
の
と
が
並
存
し
て
い

る
。
春
節
を
は
じ
め
、
旧
暦
に
基
づ
く
祝

日
は
年
に
よ
っ
て
月
日
が
変
わ
る
。
こ
の

た
め
、
旅
行
計
画
が
立
て
に
く
く
煩
わ
し

い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
。

　

現
在
の
台
湾
で
は
春
節
休
暇
を
除
く
と

祝
日
は
わ
ず
か
七
日
で
あ
る
。
祝
日
そ
の

も
の
が
少
な
い
う
え
振
替
休
日
制
度
が
な

い
こ
と
か
ら
、
祝
日
と
い
っ
て
も
た
い
し

た
有
り
難
味
は
な
い
。
実
際
、公
的
機
関
、

学
校
、金
融
機
関
な
ど
は
休
み
に
な
る
が
、

開
業
医
や
一
般
商
店
の
大
部
分
は
定
休
日

と
重
な
ら
な
い
限
り
営
業
す
る
の
で
、
町

の
様
子
も
お
お
む
ね
普
段
ど
お
り
で
あ

る
。
筆
者
の
家
族
も
春
節
、
元
宵
節
、
端

午
節
、
中
秋
節
以
外
は
い
つ
も
と
変
わ
ら

な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
こ
れ
ら
四
祝

日
を
中
心
に
説
明
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

な
お
、
筆
者
は
台
湾
文
化
の
専
門
家
で
は

な
い
た
め
素
人
観
察
に
過
ぎ
ず
誤
解
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
私

事
に
関
わ
る
点
と
あ
わ
せ
て
読
者
諸
賢
の

ご
寛
恕
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

●
春　

節

　

春
節
は
日
本
の
正
月
に
相
当
す
る
。
勤

務
先
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
通
常
は
大
晦

日
（
除
夕
）
に
あ
た
る
旧
暦
の
一
二
月
三

一
〜
一
月
三
日
（
今
年
は
二
月
一
三
日
〜

一
六
日
）
ま
で
の
少
な
く
と
も
四
日
間
が

春
節
休
暇
と
な
る
。日
本
と
異
な
り
、ゴ
ー

ル
デ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
や
夏
季
特
別
休
暇
が

な
い
台
湾
で
は
、
春
節
休
暇
が
唯
一
の
長

期
休
暇
で
あ
る
。
春
節
前
後
は
開
業
医
や

一
般
の
商
店
も
休
業
す
る
の
で
、
こ
の
と

き
ば
か
り
は
台
北
も
静
か
に
な
る
。
春
節

の
一
週
間
ぐ
ら
い
前
か
ら
、
タ
ク
シ
ー
料

金
、
理
髪
料
な
ど
一
部
サ
ー
ビ
ス
料
金
が

値
上
が
り
す
る
。
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
は

タ
ク
シ
ー
会
社
か
ら
車
を
借
り
て
営
業
し

て
い
る
よ
う
で
、
事
実
上
の
自
営
業
者
ら

し
い
。
自
営
の
理
容
師
な
ど
と
共
に
ボ
ー

ナ
ス
が
な
い
た
め
、
タ
ク
シ
ー
料
金
や
理

髪
料
金
に
多
少
上
乗
せ
す
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
一
般
の
自
営
業
者
が
春
節
前
に
臨

時
値
上
げ
を
す
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
の

で
、
一
部
サ
ー
ビ
ス
料

金
の
春
節
前
特
別
値

上
げ
に
は
賛
否
両
論
が

あ
る
。

　

日
本
で
は
一
月
一
日

（
元
旦
）
が
一
年
で
最

も
重
要
で
あ
る
が
、
台

湾
で
は
大
晦
日
が
一
番

大
切
な
日
と
み
な
さ
れ

て
い
る
。
大
晦
日
に
既

婚
者
は
夫
の
実
家
で
、

独
身
者
は
自
分
の
実
家

で
春
節
を
祝
う
の
が
習

慣
で
あ
る
。
大
晦
日
は

帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
の
た
め

交
通
機
関
や
高
速
道
路

は
大
混
雑
す
る
。
そ
の

た
め
、
大
晦
日
の
民
族

大
移
動
を
避
け
、
前
日

（
小
年
夜
）
に
有
給
休

暇
を
と
り
早
々
と
帰
省
す
る
人
も
多
い
。

　

筆
者
家
族
で
あ
る
が
、
台
湾
の
習
慣
に

従
え
ば
日
本
に
帰
国
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
家
族
全
員
寒
さ
が
苦
手
な
の
で
日
本

に
は
戻
ら
な
い
。
代
わ
り
に
義
兄
の
家
族

に
あ
わ
せ
て
大
晦
日
の
夕
方
に
愚
妻
の
実

家
に
行
く
。
義
母
手
作
り
の
夕
食
を
食
べ

な
が
ら
、「
新
年
快
樂
」、「
春
節
快
樂
」、「
恭

喜
發
財
」
な
ど
と
言
い
つ
つ
、
男
性
陣
は

最
初
が
ワ
イ
ン
、
次
は
高
粱
酒
な
ど
で
、

全
員
酒
を
嗜
ま
な
い
女
性
陣
は
未
成
年
者

と
と
も
に
サ
イ
ダ
ー
で
乾
杯
す
る
。

　
「
新
年
快
樂
」（
新
年
お
め
で
と
う
）、「
春

節
快
樂
」（
春
節
お
め
で
と
う
）
は
日
本

と
同
じ
で
違
和
感
は
な
い
が
、「
恭
喜
發

財
」（
金
儲
け
お
め
で
と
う
）
は
さ
す
が

に
文
化
の
違
い
を
感
じ
て
し
ま
う
。「
恭

喜
發
財
」
と
は
景
気
の
よ
い
話
で
は
あ
る

が
、
日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
筆
者
は
、
春

節
早
々
拝
金
主
義
の
よ
う
で
気
が
引
け
て

し
ま
う
。
台
湾
で
生
活
す
る
に
は
ま
だ
ま

だ
修
行
が
足
り
な
い
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ

は
と
も
か
く
、現
実
は
ど
う
か
と
言
え
ば
、

義
父
母
は
既
に
隠
居
の
身
、
義
兄
夫
妻
・

筆
者
夫
婦
は
う
だ
つ
の
あ
が
ら
な
い
宮
仕

え
（
上
班
族
）
で
あ
り
、
全
員
「
發
財
」

台
湾
の
年
中
行
事
と
家
族岡

崎
幸
司

行天宮お参り
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台湾の年中行事と家族

と
い
う
言
葉
に
は
縁
が
な
い
。

　

食
事
を
終
え
た
あ
と
に
、
お
年
玉
（
紅

包
）
を
渡
す
時
間
が
来
る
。
台
湾
で
は
お

年
玉
、
祝
い
金
、
心
づ
け
を
渡
す
と
き
に

は
赤
い
封
筒
に
入
れ
て
渡
す
。
赤
い
包
み

な
の
で
紅
包
で
あ
る
。
赤
は
魔
除
け
の
色

で
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
て
お
り
、
紅
包
に

限
ら
ず
封
筒
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で

赤
色
が
使
わ
れ
る
。
お
年
玉
は
子
供
だ
け

で
は
な
く
父
母
に
も
渡
す
の
が
台
湾
の
習

慣
で
あ
る
。
筆
者
は
義
父
、
義
母
、
義
甥

（
義
兄
夫
妻
の
一
人
息
子
）
そ
し
て
愚
息

の
四
人
に
紅
包
を
渡
す
こ
と
に
な
る
。
台

湾
で
は
少
な
く
と
も
建
前
上
「
孝
順
」（
親

孝
行
）
が
最
高
の
道
徳
と
さ
れ
て
い
る
の

で
、
親
孝
行
の
一
種
な
の
で
あ
ろ
う
。
気

の
早
い
話
で
あ
る
が
、
家
内
に
「
台
湾
で

生
ま
れ
育
っ
た
愚
妻
が
将
来
豚
児
か
ら
お

年
玉
を
受
け
取
る
の
は
自
由
だ
が
、
自
分

は
受
け
取
ら
な
い
」、
と
宣
言
し
て
い
る
。

日
本
で
は
親
に
お
年
玉
を
渡
す
習
慣
は
一

般
的
で
は
な
い
と
い
う
の
が
筆
者
の
認
識

で
あ
る
し
、
筆
者
の
老
父
母
も
受
け
取
ら

な
い
か
ら
で
あ
る
。
日
本
の
習
慣
に
不
案

内
な
愚
妻
は
筆
者
の
考
え
を「
痩
せ
我
慢
」

と
曲
解
（
？
）
し
て
い
る
。
曲
解
か
否
か

は
さ
て
お
き
、
愚
妻
は
将
来
豚
児
か
ら
二

人
分
の
お
年
玉
を
受
け
取
れ
る
と
皮
算
用

し
、
大
喜
び
で
あ
る
。
さ
て
、
お
年
玉
を

渡
し
終
わ
る
と
、
義
父
母
・
義
兄
家
族
・

筆
者
家
族
計
八
人
が
そ
ろ
っ
た
記
念
写
真

を
と
る
。
写
真
撮
影
後
は
、
烏
龍
茶
を
飲

み
な
が
ら
テ
レ
ビ
を
見
た
り
雑
談
を
楽
し

む
。
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
味
わ
う
烏
龍
茶
は

格
別
美
味
し
く
、
至
福
の
ひ
と
と
き
で
あ

る
。
愚
息
が
幼
い
た
め
烏
龍
茶
を
楽
し
ん

だ
後
、
す
ぐ
に
帰
宅
す
る
。

　

春
節
当
日
は
多
数
の
人
が
初
詣
に
行

く
。
義
父
母
、
と
り
わ
け
義
母
が
信
心
深

い
仏
教
徒
な
の
で
、
筆
者
家
族
も
義
父
母

と
と
も
に
寺
院
を
訪
れ
る
。
台
北
で
は
龍

山
寺
か
行
天
宮
へ
参
詣
す
る
人
が
多
い
。

龍
山
寺
に
い
っ
た
と
こ
ろ
、
今
年
は
台
北

市
長
が
境
内
で
お
年
玉
を
配
っ
て
い
る
と

こ
ろ
に
出
く
わ
し
た
。

　

春
節
の
翌
日
は
家
族
で
妻
の
実
家
に

戻
っ
て
春
節
を
祝
う
の
が
習
慣
で
あ
る

（
回
娘
家
）。
移
動
す
る
の
は
大
変
だ
が
、

大
晦
日
は
夫
の
実
家
、
春
節
の
翌
日
は
妻

の
実
家
、
と
い
う
こ
と
で
な
か
な
か
公
平

だ
と
思
う
。
筆
者
家
族
は
大
晦
日
を
愚
妻

の
実
家
で
過
ご
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
日

は
義
父
母
に
従
っ
て
桃
園
県
に
住
む
義
母

の
長
兄
宅
に
挨
拶
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
義
母
の
両
親
は
鬼
籍
に
入
っ
て
い

る
た
め
、
実
家
を
継
い
で
い
る
義
母
の
長

兄
宅
に
集
ま
り
、
昼
食
を
と
も
に
す
る
の

で
あ
る
。
今
年
は
雨
の
う
え
気
温
が
低

か
っ
た
の
で
、
五
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の

愚
息
の
健
康
を
心
配
し
た
義
父
母
の
意
向

に
よ
り
、
同
行
せ
ず
拙
宅
で
過
ご
し
た
。

ち
な
み
に
天
気
が
良
か
っ
た
昨
年
は
義
母

の
長
兄
夫
妻
・
妹
夫
婦
や
そ
の
子
供
な
ど

総
勢
で
二
〇
名
強
が
集
ま
り
大
盛
況
で

あ
っ
た
。

　

今
年
は
春
節
と
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
ー

が
重
な
っ
た
珍
し
い
年
で
あ
る
。
も
と
も

と
台
湾
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
ー
は
旧
暦

七
月
七
日
の
情
人
節
な
の
で
あ
る
が
、
日

本
の
影
響
で
あ
ろ
う
か
、
若
い
人
の
間
で

は
二
月
一
四
日
も
人
気
が
あ
る
。

●
元
宵
節

　

旧
暦
の
一
月
一
五
日
を
元
宵
節
と
い

い
、
今
年
は
二
月
二
八
日
で
あ
る
。
元
宵

節
の
前
後
は
各
地
で
燈
籠
を
掲
げ
る
の
で

「
燈
節
」
や
「
上
元
節
」
と
も
言
う
。
場

所
に
よ
っ
て
は
花
火
を
打
ち
上
げ
た
り
、

乱
射
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
特
に
有
名
な

の
が
台
北
県
平
渓
郷
と
台
南
県
塩
水
鎮
で

あ
る
。
平
渓
郷
は
燈
籠
を
空
に
飛
ば
す
こ

と
（
放
天
燈
）
で
、
塩
水
鎮
は
花
火
の
大

量
乱
射
「
蜂
炮
」
で
そ
の
名
を
知
ら
れ
、

観
客
は
火
傷
を
し
な
い
よ
う
に
ヘ
ル
メ
ッ

ト
や
段
ボ
ー
ル
箱
を
か
ぶ
っ
て
見
物
す

る
。
筆
者
は
テ
レ
ビ
で
し
か
見
た
こ
と
が

な
い
が
、
数
万
発
以
上
の
花
火
を
乱
射
す

る
映
像
は
圧
巻
で
あ
る
。

　

台
北
市
で
は
国
父
（
孫
文
）
紀
念
館
な

ど
で
燈
籠
が
飾
ら
れ
る
。
筆
者
家
族
は
元

宵
節
前
日
の
二
月
二
七
日
の
夜
に
、
国
父

紀
念
館
に
燈
籠
を
見
に
行
っ
た
。
寅
年
に

ち
な
ん
で
虎
の
形
を
し
た
人
形
や
子
供
に

人
気
が
あ
る
ア
ニ
メ
の
主
人
公
の
人
形
な

ど
を
作
り
、
そ
の
中
に
電
球
を
入
れ
、
中

か
ら
照
ら
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
国

父
紀
念
館
付
近
の
道
路
（
仁
愛
路
）
も
青

色
を
は
じ
め
と
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
飾
ら
れ
て
お
り
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
が

漂
っ
て
い
た
。

●
清
明
節
と
夫
婦
別
姓

　

別
名
を
民
族
掃
墓
日
と
い
う
。
先
祖
の

墓
参
り
を
す
る
日
で
あ
る
。
墓
参
り
は
義

父
母
が
し
て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ
筆
者
夫

妻
と
は
無
縁
で
あ
る
。
夫
婦
別
姓
下
の
葬

式
な
ど
台
湾
の
人
々
の
死
後
の
世
界
に
は

興
味
が
あ
る
し
、
将
来
に
備
え
て
詳
し
く

知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で

も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
縁
起
の
悪
い

こ
と
な
の
で
聞
き
づ
ら
く
、
義
父
母
に
も

愚
妻
に
も
ま
だ
尋
ね
て
い
な
い
。
せ
い
ぜ

い
、
書
籍
で
仕
入
れ
た
知
識
し
か
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
い
。

　

話
の
つ
い
で
に
夫
婦
別
姓
に
つ
い
て
言

及
し
て
お
き
た
い
。
筆
者
は
夫
婦
別
姓
に

賛
成
で
も
反
対
で
も
な
い
が
、
本
場
の
夫

婦
別
姓
に
は
厳
し
い
も
の
、
理
解
に
苦
し

ちまき
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む
点
が
あ
る
。
筆
者
家
族
は
夫
婦
別
姓
、

父
子
同
姓
で
、筆
者
と
愚
息
が
岡
崎
姓（
愚

妻
の
戸
籍
上
は
平
姓
）、
家
内
は
黄
姓
で

あ
る
。
夫
婦
別
姓
が
持
つ
冷
酷
な
側
面
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
る
の
は
豚
児
に
関
係
す
る

と
き
で
あ
る
。義
母
や
愚
妻
か
ら
よ
く「
他

是
你
的
兒
子
」（
彼
は
お
前
の
子
供
だ
）

と
言
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
を
愚
妻
に
言
わ

せ
る
と
、「
他
姓
平
、
不
是
姓
黃
」（
平
姓

で
あ
っ
て
黄
姓
で
は
な
い
）か
ら
で
あ
る
。

わ
が
子
と
い
え
ど
も
姓
が
違
え
ば
本
質
的

に
は
他
人
と
い
う
発
想
が
見
え
隠
れ
す

る
。
黄
姓
の
愚
妻
と
岡
崎
姓
（
平
姓
）
の

筆
者
お
よ
び
豚
児
の
間
に
は
越
え
ら
れ
な

い
線
が
引
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
筆

者
は
こ
の
考
え
に
は
つ
い
て
い
け
な
い

が
、「
孝
順
」
の
建
前
上
義
母
に
意
見
す

る
の
を
控
え
て
お
り
、
愚
妻
に
対
し
て
の

み「
他
是
我
的
兒
子
、也
是
你
的
兒
子
」（
自

分
の
子
供
で
あ
り
、
お
前
の
子
供
で
も
あ

る
）
と
主
張
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

愚
息
を
筆
者
の
子
供
と
言
う
一
方
で
、

そ
の
愚
息
が
小
籠
包
を
食
べ
た
い
と
言
う

と
、
大
雨
が
降
っ
て
い
よ
う
と
も
時
間
を

厭
わ
ず
、
美
食
と
し
て

日
本
で
も
お
な
じ
み
の

「
鼎
泰
豐
」
の
本
店
ま

で
買
い
に
行
き
長
蛇
の

列
に
加
わ
る
。
こ
の
あ

た
り
の
心
理
は
専
門
家

で
は
な
い
筆
者
に
は
よ

く
わ
か
ら
な
い
が
、
い

ろ
い
ろ
言
い
な
が
ら
も

や
は
り
母
親
だ
な
、
と

安
心
で
き
る
と
き
で
も

あ
る
。
愚
息
は
台
湾
で

育
っ
て
い
る
た
め
、
中

国
語
が
母
語
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
台
湾
の
人
々

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
方
が
容
易
で

あ
る
こ
と
も
手
伝
っ

て
、
筆
者
よ
り
も
愚
妻

や
義
父
母
に
な
つ
い
て

い
る
。
愚
妻
は
、
豚
児
は
異
姓
で
は
あ
る

が
夫
よ
り
自
分
の
方
に
近
い
存
在
、
と
考

え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

●
奇
妙
な
労
働
節

　

五
月
一
日
は
労
働
節
で
、
日
本
の
勤
労

感
謝
の
日
に
あ
た
る
。
と
は
言
う
も
の
の

「
勤
労
感
謝
の
日
」
と
は
似
て
非
な
る
祝

日
で
あ
る
。
一
般
の
公
務
員
は
休
み
に
な

ら
な
い
し
、
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
学
校

の
教
職
員
も
通
常
通
り
勤
務
す
る
。
教
師

は
授
業
を
す
る
必
要
が
あ
る
し
、
学
生
も

通
学
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
台
湾
で
は

公
務
員
や
大
学
を
含
む
学
校
の
教
職
員
は

労
働
者
の
範
疇
に
は
入
ら
な
い
ら
し
い
。

年
金
な
ど
で
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
厚
遇

を
受
け
る
公
務
員
（
国
公
立
学
校
の
教
職

員
お
よ
び
職
業
軍
人
を
含
む
）
が
労
働
者

で
な
い
、
と
い
う
の
な
ら
ま
だ
理
解
で
き

る
。
公
務
員
に
比
べ
て
福
利
厚
生
が
格
段

に
劣
る
私
立
学
校
の
教
職
員
が
休
み
に
な

ら
な
い
の
は
公
務
員
の
道
連
れ
に
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
、
い
さ
さ
か
妙
な
気
分
に
な

る
。
労
働
節
と
は
別
に
教
師
に
感
謝
す
る

教
師
節
（
今
年
は
九
月
二
八
日
）
が
あ
る

こ
と
に
は
あ
る
が
、
祝
日
に
さ
れ
て
い
る

台
湾
の
主
な
年
中
行
事
（
二
〇
一
〇
年
、
※
は
祝
日
）

　

一
月　

一
日（
金
） 

※
開
国
紀
念
日

　

二
月
一
四
日（
日
） 

※
春
節
（
旧
暦
一
月
一
日
）

 

　

西
洋
情
人
節
（
西
洋
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
ー
）

　

二
月
二
八
日（
日
） 

※
和
平
紀
念
日

 
　

元
宵
節
（
小
正
月
、
旧
暦
一
月
一
五
日
）

　

三
月
一
四
日（
日
） 　

白
色
情
人
節
（
ホ
ワ
イ
ト
・
デ
ー
）

　

四
月　

五
日（
月
） 
※
清
明
節

　

五
月　

一
日（
土
） 

※
労
働
節
（
勤
労
感
謝
の
日
）

　

五
月　

九
日（
日
） 　

母
親
節
（
母
の
日
）

　

六
月
一
六
日（
水
） 

※
端
午
節
（
端
午
の
節
句
、
旧
暦
五
月
五
日
）

　

八
月　

八
日（
日
） 　

父
親
節
（
父
の
日
）

　

八
月
一
六
日（
月
） 　

情
人
節
（
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
ー
、
旧
暦
七
月
七
日
）

　

八
月
二
四
日（
火
） 　

中
元
節
（
旧
暦
七
月
一
五
日
）

　

九
月
二
二
日（
水
） 

※
中
秋
節
（
旧
暦
八
月
一
五
日
）

一
〇
月
一
〇
日（
日
） 

※
国
慶
日

一
〇
月
一
六
日（
土
） 　

重
陽
節
（
重
陽
の
節
句
、
旧
暦
九
月
九
日
）

一
二
月
二
五
日（
土
） 　

聖
誕
節
（
ク
リ
ス
マ
ス
）

龍山寺額
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わ
け
で
は
な
い
。
労
働
節
は
日
本
と
台
湾

の
発
想
の
違
い
が
よ
く
現
れ
て
い
る
、
お

も
し
ろ
い
祝
日
で
あ
る
。

　

普
通
の
意
味
で
の
行
事
で
は
な
い
が
、

五
月
に
は
一
大
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ

る
。
所
得
税
の
申
告
で
あ
る
。
台
湾
に
は

年
末
調
整
と
い
う
制
度
が
な
く
、
給
与
所

得
者
も
納
税
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
納
税
額
の
計
算
は
面
倒
で
あ
り
、
そ

れ
を
さ
せ
ら
れ
る
筆
者
に
と
っ
て
五
月
は

頭
の
痛
い
月
で
あ
る
（
台
湾
の
納
税
に
つ

い
て
は
、『
ア
ジ
ア
研
究
所
所
報
』
亜
細

亜
大
学
、
第
一
三
五
号
、
の
拙
稿
を
参
照

さ
れ
た
い
）。

●
端
午
の
節
句
と

　

台
湾
版
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

　

今
年
の
六
月
一
六
日（
旧
暦
五
月
五
日
）

は
端
午
の
節
句
で
あ
る
。「
端
午
の
節
句
」

＝
「
子
供
の
日
」
の
日
本
と
異
な
り
、
台

湾
で
は
中
華
粽
を
食
し
な
が
ら
古
代
中
国

の
詩
人
屈
原
を
偲
ぶ
（
こ
と
に
な
っ
て
い

る
）。
日
本
の
粽
は
お
や
つ
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
が
、
中
華
粽
は
お
む
す
び
の
よ

う
な
存
在
で
あ
り
、
美
味
と
は
言
え
珍
し

い
も
の
で
は
な
い
。
屈
原
先
生
の
お
蔭
で

休
み
に
は
な
る
が
…
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
か
。

　

八
月
一
六
日
（
旧
暦
七
月
七
日
）
は
七

夕
で
あ
る
。
同
じ
七
夕
で
も
台
湾
で
は
バ

レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
ー
と
な
る
。
星
に
願
い

を
、
と
い
う
日
本
の
七
夕
も
台
湾
の
七
夕

も
ど
ち
ら
も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
あ
る
が
、

台
湾
の
方
が
現
実
的
で
あ
る
。
筆
者
の
見

る
と
こ
ろ
、
男
性
が
女
性
に
贈
り
物
を
す

る
方
が
圧
倒
的
に
多
い
。
中
に
は
大
金
を

は
た
い
て
彼
女
に
バ
ラ
の
花
を
何
十
本
も

送
る
男
性
も
い
る
。
巷
間
言
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
台
湾
で
は
女
性
が
強
い
の
で
あ

ろ
う
。
余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
の
場
合
、

台
湾
版
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
ー
に
加
え
て
、

三
月
一
日
（
愚
妻
の
誕
生
日
）、
五
月
第

二
日
曜
日
（
母
の
日
）、
七
月
七
日
（
結

婚
記
念
日
）、
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
に
は

ケ
ー
キ
な
ど
を
愚
妻
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

か
食
事
に
招
待
す
る
。
仕
事
の
傍
ら
愚
息

の
面
倒
を
み
て
い
る
愚
妻
に
対
す
る
感
謝

が
第
一
義
で
あ
る
が
、
祟
り
や
後
難
を
恐

れ
て
、と
い
う
面
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
。

お
そ
ら
く
一
般
の
台
湾
男
性
も
同
じ
で
あ

ろ
う
。

　

旧
暦
の
七
月
（
今
年
は
八
月
一
〇
日
か

ら
九
月
七
日
）
は
鬼
の
月
と
い
う
こ
と
で

禁
忌
が
多
く
、
結
婚
と
転
居
を
控
え
る
人

が
多
い
。
気
に
し
な
い
人
は
気
に
し
な
い

の
で
あ
る
が
、
意
に
介
す
る
人
が
多
数
派

の
よ
う
だ
。

●
中
秋
節
と
台
風
休
暇

　

中
秋
節
の
夜
は
満
月
で
、
月
餅
を
食
べ

る
の
が
習
慣
で
あ
る
。
月
餅
を
職
員
に
配

布
す
る
会
社
や
学
校
も
多
い
。
筆
者
も
勤

務
先
か
ら
月
餅
を
受
け
取
る
。
月
餅
は
カ

ロ
リ
ー
が
比
較
的
高
い
た
め
、
愚
妻
ど
こ

ろ
か
豚
児
に
ま
で
揶
揄
さ
れ
て
い
る
メ
タ

ボ
親
父
の
筆
者
は
そ
の
ま
ま
義
父
母
に
渡

す
こ
と
に
し
て
い
る
。
受
け
取
っ
た
月
餅

を
義
父
母
が
ど
う
し
て
い
る
の
か
は
、
筆

者
の
与
り
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

最
後
に
、年
間
行
事
と
は
関
係
な
い
が
、

日
本
で
は
め
っ
た
に
な
い
台
風
休
暇
に
つ

い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
台
湾
で
は
台
風
が

近
づ
く
と
公
的
機
関
や
学
校
な
ど
が
臨
時

休
暇
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
翌
日
が
休
み

に
な
る
か
ど
う
か
は
、
午
後
一
〇
時
ま
で

に
テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ
る
。
中
央
政
府

直
轄
市
、
政
令
指
定
都
市
、
県
を
基
本
単

位
と
し
て
、勤
労
者
に
対
し
て
は
「
上
班
」

（
出
勤
）あ
る
い
は「
停
班（
不
上
班
）」（
休

暇
）
で
、
学
生
に
対
し

て
は
「
上
課
」（
通
学
）

も
し
く
は
「
停
課
（
不

上
課
）」（
休
校
）
で
示

さ
れ
る
。
民
間
企
業
に

つ
い
て
は
各
企
業
の
判

断
に
任
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
筆
者
の
よ

う
に
居
住
し
て
い
る
県

市
と
勤
務
（
通
学
）
し

て
い
る
県
市
が
異
な
る

場
合
は
期
待
と
不
安
が

交
錯
す
る
。
居
住
地
で

「
停
班
」、「
停
課
」
と

な
っ
て
も
勤
務
先
や
通

学
先
の
あ
る
県
市
が

「
上
班
」、「
上
課
」
で

あ
れ
ば
、
大
雨
や
強
風

の
な
か
出
勤
（
通
学
）

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
、
気
の
向
く
ま
ま
に
台
湾
の
年
中

行
事
を
紹
介
し
た
。
筆
者
は
台
湾
で
祝
日

を
迎
え
る
た
び
に
、
労
働
密
度
や
ス
ト
レ

ス
の
程
度
は
と
も
か
く
、
台
湾
の
人
々
は

働
き
す
ぎ
、
休
暇
の
多
い
日
本
が
羨
ま
し

く
感
じ
る
と
と
と
も
に
、
日
本
人
は
こ
ん

な
に
休
ん
で
い
て
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
、
と

も
思
う
。

（
お
か
ざ
き　

こ
う
じ
／
中
華
大
学
人
文
社

会
学
院
）

龍山寺山門




